
 日本史Ｂ（３年文型・応用文型）シラバス 
教科名 科目名 対象学年 単位数 教科書 

地歴 日本史Ｂ 
３年 

文型・ 

応用文型 

３ 

２年生からの 

継続履修 

「新選日本史Ｂ」東京書籍 「図説 日本史通覧」帝国書院 

 

１．学習目標 

  我が国の歴史の展開を、世界史的視野に立って総合的に考察させ、我が国の文化と伝統の特色についての認識を深めさせる

ことによって歴史的思考力を培い、国民としての自覚と国際社会に主体的に生きる日本人としての資質を養う。 

 

２．学習計画 

学

期 
月 単元 学習内容 指導のねらい 

1 

学

期 

 

４ 

(８) 

 

第３章 

近世社会の形成

と庶民文化の展 

開 

 

９ 幕藩体制の動揺 

10 新しい学問と化政文化 

 

・商品経済の発展、農民層の分解など、社会構造の変化について理解

する 

・洋学・国学などの新たな学問・思想の発展や江戸を中心とした町人

文化の形成などを、時代的背景に留意させながら考察させる。 

５ 

(10) 
11 幕藩体制の危機 

12 開国・幕府の滅亡 

13 近代国家の成立 

・開国によって国際社会に組み込まれる中で、尊王攘夷運動や倒幕運

動を経て明治維新に至る過程について考察させる。 

 

６ 

(12) 

第４章 

近代国家の形成

と国民文化の発

展 

１ 富国強兵への道 

２ 殖産興業と文明開化 

３ 明治初期の国際情勢 

・諸制度の改革や富国強兵・殖産興業政策について、欧米列強との関

わりに着目して政治、外交、経済など様々な面から考察させる。 

 

７ 

(10) 

 

４ 専制政府への批判 

５ 立憲政治の成立 

６ 新しい生活と文化 

・富国強兵を急いだために専制的になった政府と、諸権利に目覚めた

市民たちが自由民権運動を展開していくか程を理解する。 

・内閣制度や憲法制定など近代国家へと成長していく過程やそのねら

いについて理解する。 

2 

学

期 

８・ 

９ 

(13) 

７ 日清戦争と資本主義の成立 

８ 日露戦争と資本主義達 

９ 近代文化の発達 

10 第一次世界大戦と日本 

 

・日清・日露戦争を清国の朝鮮政策やロシアの極東政策、日本の大陸

政策など、世界史的視野から考察させる。 

・韓国併合や満州への勢力拡張などを通じた植民地支配を考察させる 

・社会問題、労働問題が発生して社会運動が起こったことに着目させ

る。 

・伝統文化の上に欧米文化を取りいれられた近代文化の性質を知る。 

・第一次世界大戦とその前後の国際社会の動向に留意して、我が国の

対外政策や大戦が国内の経済・社会に及ぼした影響について考察さ

せる。 

・第一次世界大戦時の日本とアジア諸国との関係に留意し、初めての

国際戦争の影響について考察させる。 

10 

( 12) 
11 新たな国際秩序と政党政治

の実現 

12 大正文化と市民生活 

 

・大衆社会の成立の中での政党政治の発展を、政治や社会運動の動向

に留意して考察させる。 

・労働者の増加や高等教育の拡大による大衆社会の成立に着目し、形

成された大衆文化の特色について考察させる。 

第５章 

現代の世界と 

日本 

１ 揺れ動く経済と中国侵略 

２ 日中戦争と新体制運動 

・国際経済、全体主義の台頭、中国の民族運動など世界情勢と、軍部

の政治的進出や経済恐慌など国内政治と経済の動揺に着目し理解す

る。 

11 

(12) 

 

３ 太平洋戦争 

４ 占領と国内改革 

５ 占領と日本国憲法の成立 

 

６ 冷戦の開始と経済復興 

・戦時体制下の国内経済と国民生活の変化に気付くとともに、学問・

思想や教育に対する統制など、全体主義的国家体制の進展と国民生

活について考察させる 

・対日占領政策及び戦後の民主化を進める諸改革の内容を考察させる。 

・占領政策とアメリカの対世界政策の転換と結び付きに着目させる。 

12 

(９) 

 

７ 国際社会への復帰 

８ 対米協調  

９ 経済の高度成長 

・ｻﾝﾌﾗﾝｼｽｺ平和条約調印と日米安全保障条約の内容を考察させる。 

・高度成長とそれに伴う新しい外交関係、国民生活の変化と経済発展 

に伴って表面化した社会問題について考察させる。 

3 

学

期 

 

1 

(10) 

 

 

 

 

 

 

 

10 激動する国際情勢 

11 安定成長と保守回帰 

12 新しい国際秩序と日本 

13 激変する世界と日本 

 

・ドル危機・石油危機など世界経済変化や国政治の動向を踏まえせる。 

・低成長下の日本経済と貿易摩擦、国民意識の変化と政局の動向を考

察させる。 

・冷戦の終結と激動する国際情勢、国際的経済秩序の転換の中での日

本の政治・経済のあり方を考えさせる。 

2 

(2) 
14 現在の日本と世界 ・国内政治の課題とともに、地球的規模の課題と日本の役割について

考えさせる。 

※月の欄中の（  ）内の数字は月あたりの時間数 

 

 

 



３．評価の観点及び趣旨 

① 関心・意欲・態度 

歴史的事象について関心と課題意識をもち、意欲的に追及することを通して国際社会に主体的に生きる 

国家・社会の一員としての責任を果たそうとする。 

② 思考・判断 

  歴史的事象を世界的視野に立って多角的、多面的に考察するとともに、国際社会の変化に的確に対応し、公正 

に判断する。 

③ 資料活用の技能・表現 

諸資料を吟味して確実なものを選択し活用することを通して歴史的事象を追及する方法を身に付け、それらの過程や

結果を的確に表現する。 

④ 知識・理解 

我が国及び世界の形成の歴史的過程と生活・文化の地域的特色についての基本的な事柄を理解し、知識を身に付けて

いる。 

 

４．評価の方法及び評価資料 

○ 日々の授業やノ－トのまとめ、宿題・課題などの取り組み状況 

○ 中間・期末などの定期考査や単元のまとめとして行われる単元テスト 

○ 夏休みや冬休みなどの長期休業中の課題 

○ 課題追求学習におけるレポ－トや発表 

○ 新聞の活用・図書館での資料（歴史書や写真集など）の活用 

 

 これらを学習過程ごとに設定された学習到達目標に照らし合わせて評価を進める予定。 

 

 

 


